
何をやっても治らない腰痛は脳から改善！

坂口　典達
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はじめに







『身体って、こんなに軽くなるんだ！！』
これは、当院に来院した、あるピアニストの体験です。


彼は、3歳からピアノ漬けの人生を送り、全身全霊で上達を求めていました。
ピアニストとして大成するために良いと言われるトレーニングや瞑想、ストレッチも無我夢中にやり続けたそうです。

　しかし彼の身体には異変が起き始めていました。

『指の動きがおかしい・・・』
『腰が、身体が、中に鉄が入ってるように重い・・・』
徐々に異変は悪化し、ある時最悪の事態が起こったんです。
それは、ピアノの発表会の当日でした

『なんで？』『指が動かない！！』


発表会を辞退し、彼は思ったそうです。
『終わった・・・ピアニストとして、完全に終わった・・・』

そして、彼の身体はピアノを弾けなくなっただけでなく、肩・手首・腰に激痛が走るようになっていました。そして、徐々に悪化し、歩く事さえままならなくなっていきました。

　病院、接骨院、鍼灸院、整体をはじめ、カウンセリング、筋膜リリース、骨格矯正、気功整体、カイロプラクティック・・・振り返ると５０件以上の治療施設に通いました。

しかし彼の痛みは原因も分からず、その辛さが軽くなる事はなかったのです。

『一生、このまま治らないんじゃないか・・・』
『ピアノを弾けないどころか、まともな生活に戻れないんじゃないのか？』

人生に絶望する中、ある治療法に行きつきました。

初めて施術を受けて

『あれっ・・・、何かが違う』

彼の中に、かすかな期待の光が芽生えたそうです。

そして施術を受ける度に、かすかだった期待の光が
確かな希望の光りに変わった瞬間に出てきたのが、冒頭の言葉だったんです。
『身体って、こんなに軽くなるんだ！！』
この治療法とは、あらゆる苦痛の【種】を変容するものだったんです。
腰痛をはじめ、肩、首、膝の痛みは、その部分自体の痛みを和らげても完治はしないんです。
また身体の歪みを整えても完治はしないんです。

実はこれらの根本的な原因は【脳の勘違いプログラム】
から起きているんです。習慣、思考、行動から作られる、これが改善することで
彼の苦痛は嘘のように消えていきました。


その後、彼はピアノとは別の道を歩むことにしました。

人の身体には希望がある

あらゆる苦痛には、必ず原因がある

そして、原因には必ず解決の糸口がある

どん底を味わった僕だからこそ、痛みで苦しんでいる方の手助けをしたい。

そんな思いから、彼はセラピストになり、多くの方々にとって希望の光となっています。



はじめまして。坂口典達と申します。
名古屋で、【身体調整を通じて、人の可能性を拓き、喜び溢れる人生になるお手伝いをし、社会に貢献します】という理念を元にした治療院を経営しています。
当院には腰痛をはじめ、「これ以上改善しない」「完治出来ない」と告げられた方が多く来られます。
　なぜそのような方々が集まるか、それは当院のゴール設定が、【痛み改善】にとどまらず、【人本来の可能性を拓く、超健康体】に設定しているためだと考えています。

筆者自身、先ほどのピアニストと同じように腰痛・全身の倦怠感に悩まされた経験がありました。

何十件もの治療法をジプシーのように探し、そして施術家を目指し、鍼灸・整体・接骨の資格を習得し様々の技術を学び続けてきました。
学びの中で沸き上がってきた疑問があります。

それは、なぜ改善しない苦痛があるのか？

本当に改善しないのか？

その症状の【種】は何か？その【種】は変えることが出来るのか？

【種】が変わらない限り、症状は出続けるのではないか？

痛みや苦痛の【種】とは、なんなのか？

その答えが【脳の勘違いプログラム】だと考えています。

この【脳の勘違いプログラム】が変わることで感じる事は、
まさに
『人の身体は可能性の宝庫』
という事です。


人の身体は凄まじい可能性がある

その可能性を少しでも拓くお手伝いをしたい

それを一人でも多くの方に届けたい、そして体感してもらいたい

そんな思いから、この書籍を書く機会をいただきました。

今、本書を読んでくれているあなたは、腰痛がある、
もしくは、ご家族に腰痛の方がいらっしゃるのかもしれません。
そして、ひょっとしたら様々な施術をしても改善しなかった経験があるのかもしれません。

もしそうなら、本書を通じて、あなたの身体が今までと違う変化を体験することが出来るかもしれません。
是非、体験しながら、ご自身の可能性を感じてください！

あなたの身体のために。

あなたのこれからのために。

そして、あなたの家族のためにも。

















第一章







施術家への旅の始まり
『なんで、自分だけ何も持ってへんのやろう・・・』
筆者が幼い頃、ふとした瞬間に感じていたことです。
頭の切れが良く、スポーツも出来る長兄と、地域No1クラスのやんちゃで強い次兄、その末弟が筆者でした。

決して大きくない体格、体育では常にクラスでビリ、勉学もビリから数えて５本の指に入る・・・。
いつしかそれは強烈な劣等感となり、自分の存在意義を失う寸前で過ごした幼少期。

劣等感を覆い隠すように、必死に打ち込んだ武術
結果得たものは、見た目だけ強そうな身体、努力とは裏腹に襲う慢性腰痛、ケガ、そして無気力。
どんなに努力しても、空回りしている・・・。



キレのいい頭になりたい！

もっと動ける身体になりたい！！

何か無いのか？！

その思いは、月日の経過と共に、

『努力した分くらいは、もっと報われてもいいんじゃないか？』

『人という存在の可能性ってこんなもんか？！』
『人本来の可能性は必ず何かあるはず！！』そう思うようになり、

もし、それが有るなら、どの分野にあるのか？

人体の痛みや不調、病を改善することが出来る方法があるなら、
それはマイナスの状態を±０にするということ。
それなら、それを極めて＋方向にすれば、すごく快適な身体になるのでは？

もし、人の可能性そのものを拓くものがあれば、不調改善だけでなく、関わった方の人生そのものを改善できるのではないか？

全ての能力が並以下の自分が、まずは変わりたい。

そう考え、期待に胸を膨らませて踏み込んだのが、神秘性溢れる東洋医学の道でした。

[image: 対極]



















第二章







痛みの原因　根本は何？
『どんな症状でも改善出来る施術家になる！！』そう夢みてスタートした東洋医学。
それを学んでいる過程で、ある事件が起こります。

腰の激痛で歩けなくなった患者さんを、東洋医学の先生が施術する場面を見学する機会がありました。
その患者さんは痛みと脚のシビレがひどく、トイレに行くこともままならない状態でした。
長期間続く痛みのために、不安になり絶望しているようにも見えました。

そして、施術が進んでいきました。
その患者さんは、「まだ、変わらず痛いです」と苦悶の表情を浮かべていました。
『え・・・全然変わってへん・・・』
全く改善されていない状況を目の当たりにした時の、筆者の心の声でした。

その先生は汗をにじませ、困惑しながら言いました。
「脈はよくなっている、治癒力はアップしてるんだけどね・・・」

でも痛みは変わっていない・・・

そして、症状が改善しないまま患者さんは帰宅する結果となりました。
その患者さんの、やり切れない目は、いまだに忘れる事が出来ません。

その日、三つの事を学べました。
一つ目は、腰痛は重症化すると普段の生活にまで支障をきたす事
二つ目は、腰痛は長期化すると心理的にも悪影響を及ぼす事
そして三つ目は、腰痛の本当の原因、改善方法が未だに見つかっていない事です。

『自分がプロになって、あの患者さんが来たら・・・』
『あの、歩けない状態の腰痛でも改善できるには・・・』
『確実に、より確実に、自他共に効果を実感するには、神秘性だけでは何かが足りない・・・』

明らかに見て分かる変化、改善していると一目で分かる基準が必要だ。

そう考え、東洋医学と同時に、いくつもの整体や骨格調整、筋膜調整を数年間学びました。

余談ですが、痛みやシビレの最も直接的な原因は血流障害です。
何らかの原因で血管が圧迫されて、その先に血液が流れないために細胞レベルでの酸欠状態となり、
発痛物質が放出されて痛みを感じます。

そして、血管を圧迫している原因は筋肉や靭帯の硬結（硬さ）によるものが大半です。

さらに、筋肉等の硬結を作りだしている原因が、骨格の歪みなのです。

つまり骨格の歪みを整えることで、筋肉等の硬結が解消し、血管の圧迫が解放され、血流が改善し、症状が改善するのです。
これが一般的な整体・骨格調整の理論です。
[image: 骨格矯正理論_1001ol]
東洋医学の学びと並行して
骨格調整、筋膜調整を学び、修得することで、多くの重症腰痛や様々な症状に対応出来るようになりました。

そして、プロの施術家としてデビューし、多くの患者さんから感謝されることも増えていた時に、ある事が起こります。

それは・・・

「先生、歪みを整えても、どうせ戻るんでしょ。」
「だって、また痛くなってるじゃないですか。」
「私みたいなのは、いいお客さんですよね。」

ある日、施術後に言われた言葉です。

脳みその中から冷や汗が出る感覚がありました。
『そんな風に思われていたのか・・・』
『そんな風に思わせる施術しか出来てなかったのか・・・』

そして取り繕うように、
「そんな事ないですよ。痛みも歪みも無い身体になりますよ・・・。」
と、なんとも弱弱しい声で対応をしました。

そして『確かに、そもそも、なんで歪むのか？もっと深い原因は？』
と、この一件をきっかけに考えはじめたのです。『つまり、その原因が変わらなければ、歪みが整っても、痛みが残る。そして、すぐに痛みが戻る。この連鎖は変わりようがない。』その答えを求めて、より根本から改善できる技術を探し始めました。

そこで、ある治療法と出会います。
その治療法とは、坂口廣純先生が開発したメソッドオブトリニティです。
健康は、三つの要素で構成されている　
それは　［構造］　［栄養］　［心］
この三つの要素それぞれが整わなければ、健康にはなりえない。
[image: 無題18]

・構造が歪んでいれば、内臓の機能が低下して栄養をきちんと吸収できない。
また、脳への血流が悪くなり、心の状態も悪くなる。

・栄養状態が悪ければ、内臓機能が低下し、骨格の歪みを引き起こす。
また、脳やホルモン物質の材料不足で心の状態が悪くなる。

・心の状態が悪ければ、栄養素の吸収を阻害し、内臓機能が低下する。
また、ある感情は身体の特定の部分に影響し、歪みを起こす。

この治療法の理論を学ぶことで、
それまでとは格段に違う結果が出るようになりました。

同時に、もっといい状態になることも出来るのでは？と好奇心が湧いてきたのです。

構造の問題を作る原因は？構造の理想の状態は？

栄養の過不足が起こる原因は？栄養の理想の状態は？

心の問題の本質的な原因は？心の理想の状態は？

この三つの要素から何が起こるのか
人本来の状態になることを妨げているものは何なのか？
その最も深い原因は？

そこで発見したのが【脳の勘違いプログラム】なのです。
多くのクライアントと向き合う中で、先程の三つの要素から【脳の勘違いプログラム】にスイッチが入る瞬間がある事が分かってきました。

[image: 痛みの根本原因]

この【脳の勘違いプログラム】を例えると、【勘違い社長】です。
どういう事かというと、事務職が得意な社員に力仕事をやらせていたり、力仕事が得意な社員に受付をやらせている。
しかも社長は良かれと思って、仕事を与えまくっています。
この状態では、社員達は疲れ切ってしまいますよね？
　今、身体で起こっている痛みは、社員さんが疲れ切ってストライキを起こしている。
「社長！勘違いしてますよ！」とメッセージを送っている。
そんな状態です。
[image: 勘違い社長]

そして【脳の勘違いプログラム】が解除されることで、症状改善にとどまらず、想像をはるかに上回る快適な身体に戻ることが分かったのです。



では、いよいよ三つの要素が発生するきっかけと、解除法をお話ししながら、実践していきましょう。

















第三章







構造の異常を起こす【種】は何か？
まず一つ目の要素、［構造］から見ていきましょう。
【脳の勘違いプログラム】がどのようにしてスイッチがはいるのか？

まず常識を疑ってみよう。
そう考え、人本来の機能を発揮できる身体の構造を求めました。

背すじをシャキッとまっすぐに伸ばす。
胸を張って、顎をしっかり引く。
脚をまっすぐにピーンと伸ばす。
足腰の筋肉をしっかりつけて、力強く。


これらは、常識的に金科玉条のごとく言われている習慣です。
筆者自身、武術を通じてこれらを徹底的に意識し続けていました。
その結果が、重度の腰痛、無気力、慢性疲労だったのです。

そもそも、
なぜ背すじを伸ばすのか？そもそも背すじとはどこなのか？
なぜ胸を張るのか？
なぜ顎を引くのか？
なぜ脚を伸ばすのか？
なぜ足腰をしっかりと、力強くする必要があるのか？
この情報って本当なのか？根拠はあるのか？


この疑問は早い段階で、全て解消しました。
それはなぜかというと、運動科学総合研究所の高岡英夫先生の『究極の身体』『体をゆるめると必ず健康になる』という本を何度も読み、人本来の身体遣いのゴールのイメージが出来たからです。
さらに本の内容を実践し、身体が徹底的にゆるむと、自然に（勝手に）背骨が真っすぐに立ち上がり、想像を遥かに超えるほどの楽な身体になったのです。

それと同時に、良いと思われていた習慣そのものが、骨格構造の前後左右の歪みを引き起こす【種】となることを体感したのです。

いわゆる良い姿勢を意識すると、
脚を伸ばし、足腰をしっかりと、力強くすることで、ふくらはぎと太ももの前が硬くなります。
また、背すじを伸ばすことで、腰が反り、硬くなります。
そして、反り腰のバランスをとるために猫背になります。
さらに、その前後のバランスをとるために胸を張ることで、首・肩が硬くなります。
最後に、顎を引いて、さらに首の前が硬くなります。
[image: 膝　硬い]


このように、良い姿勢を実践すればする程、姿勢維持のための筋肉がより硬くなり、歪みが強くなります。
これらの筋肉の硬さが、腰痛やシビレの原因となっていたのです。

そして無意識に『良い姿勢』を作るための筋肉が入力状態となり、
脱力することが出来なくなります。

身体には疲労が溜り続けているのですが、脳は『この状態が良いんだ』と判断し、良い姿勢になるための命令を送り続けます。
このようにして【身体を固める脳の勘違いプログラム】にスイッチが入った状態になってしまうのです。

これでは、いくら筋膜をゆるめても、矯正しても身体が歪み、また症状が出るはずです。

そして睡眠中まで緊張状態となり、疲労が抜けない、あるいは無気力状態になっていくこともあります。

つまり、構造の異常を起こす【種】とは、
身体に良いと思われていた間違った習慣
だったのです。

そしてもし、この勘違いプログラムが全て解消すれば、構造の問題が全く無い状態、それは
人本来の機能を発揮できる身体
といえます。
簡単にいうと、使わない筋肉を１００％脱力出来て、骨の軸を自由自在に使える身体です。

そうなれば、生涯にわたり、歪みも腰痛も起こりようがない。
そんな可能性さえあるのです。

その可能性に向けて、【脳の勘違いプログラム】解消のために三つのプロセスの施術が出来ました。
・まず筋肉が緊張状態であることを『認識』してもらう
・次に、意識的に力を抜いて、脱力状態になる
・そして脱力状態で動くことの『快適さを認識』してもらう
この施術を20,000例以上の難治性腰痛を施術してきました。

そして、今からご紹介する【勘違いプログラム】解消法をホームケアとして実践した多くの方々は、わずかな回数で症状が改善し、さらに施術後の持続期間が大幅に伸びることに成功したのです。


それでは実際に【身体を固める脳の勘違いプログラム】があるかをチェックしながら、ホームケアの体操を体験してみましょう！


〈身体のクセをチェックしてみよう！〉

☑仰向きで寝た状態で、腰が反っている（腰と床の間が空いている）

☑椅子に座って、太ももの前を触ると、筋肉が硬くなっている（ふにゃふにゃになっていない）

☑座っていると、脚を組みたくなる(左右の脚、どちらかの外側が硬い)

これらが一つでも当てはまるなら、【身体を固める脳の勘違いプログラム】にスイッチが入っています。


それでは今から、このプログラムを解消するために効果的な方法をいくつかご紹介します。
これらは、運動科学総合研究所の高岡英夫先生が開発された[ゆる体操]の一部です。
筆者自身が、様々なストレッチやヨガ、武術の基本練習法等を実践した結果、最も脱力が進む体操だと確信しているメソッドです。
その効果を存分に味わっていただくためのポイントをいくつかお伝えします。

①常に脱力して行いましょう。
②「モゾモゾ」「クルクル」などの言葉をつぶやきながら行ないましょう。
③痛みなどがある部位は、決して無理をしないこと。気持ちよさが感じられる範囲で行いましょう。

そして、人生でこれ以上ないくらい『だらしな～く』行ってください。
【身体を固める脳の勘違いプログラム】は想像しているより、深く深く根付いている事が多いです。
それを解消するには『これは、やり過ぎだろう！』というくらい、更にダラ～と行います。



〈ふくらはぎ膝コゾコゾ体操〉

【ふくらはぎをほぐしながら大腰筋(体幹の中の筋肉)を鍛え、副交感神経を活性化させる】
　
やり方：全身を脱力し、仰向けに寝て両膝を立てます。
右のふくらはぎを、左の膝小僧の上に乗せ、
ふくらはぎが、ときほぐれるように、「コゾコゾ」といいながら前後にゆったりと動かします。
終わったら、脚を変えて同様に！

[image: 膝コゾ]


ポイント：全身、特に太ももの前の力を抜いて行うこと。
ふくらはぎの痛気持ちいい部分を探して、ときほぐす気持ちよさをじっくり味わいながら行うと、より大きな効果が期待できます。脚の前後運動によるゆれが体幹部に伝わり、脊椎周辺をゆるめ、ときほぐします。
また、深く脱力して行うことで、太ももの筋肉主体の運動から大腰筋主体の運動へと切り替わります。
つまり、脚を脱力させればさせるほど大腰筋のトレーニング効果が高まります。

[image: 膝こぞう]
膝小僧ちゃんを使います！


〈腰モゾモゾ体操〉

【腰を床に軽くこすりながらゆすってゆるめる】


やり方：全身を脱力し、仰向けに寝て両膝を立てます。膝はくっつけずに少し開きます。
全身の力を思いきりダラ～と抜きます。
そして、腰を「モゾモゾ」といいながら左右に、モゾモゾと動かし、腰まわりをゆるめます。
腰を床に軽～く押し付けるようにしながら行うのがポイントです。
[image: 腰モゾ]



ポイント：早く動かしすぎると、うまく脱力できないので、ユッタリと行います。
腰痛の予防・緩和に加えて、全身の新陳代謝の活性化、自律神経調整作用が期待できます。それにより、慢性疲労の解消、冷え・だるさの解消に繋がります。
[image: せんこちゃん]
仙骨ちゃん、腰椎ちゃんをモゾモゾです。








〈股関節グニュー引きつけ体操〉

【脚を引きつけて股関節前側の凝りをほぐす】


やり方：仰向けに寝て、右膝を右手で抱えます。右手首を左手で包むようにして、両手で抱えます。
「グニュー」といいながら、抱えた膝を胸の方に引き寄せては、元に戻します。
力を入れてに膝を引っ張るのはＮＧです。腕の重みを自然に掛けるように行います。
終わったら、反対も同様に行います。
[image: 転子ぐにゅー]


ポイント：曲げた膝と同じ側の手で反対側の手を包むように持ち、手から腕を脱力させます。
膝が外側に向いたり、内側に向いたりしないように注意します。骨盤と大腿骨で、股関節前側の筋肉を挟みつぶすようにしてほぐします。
股関節周辺は、かなり強力に固まっているために、手でほぐすにも大きな力が必要ですが、この体操なら容易にほぐすことが出来ます。
また、股関節の前側の硬化は歩行運動だけでなく、精神面でも大きなブレーキになりますから、この体操でゆるめましょう！
[image: 転子ちゃん]
股関節ちゃんが喜ぶように！

やってみて、いかがでしょうか？
仰向けになった状態での腰の反り、座った状態での太ももの前の硬さ、脚を組みたくなる状態に、どんな変化を感じる事が出来ますか？
ほんの少しでも変化があればＯＫです。
脱力すればするほど、【脳の勘違いプログラム】が解消します。
















第四章







栄養素の過不足で、身体が歪む？
次に二つ目の要素、［栄養］を見ていきましょう。

身体に必要な栄養素の不足・過剰で、身体にどんな影響が出るのか？

全身の細胞を作る栄養素は、タンパク質、脂質、ミネラルです。

特に、脂質が不足すると、ホルモンや神経伝達物質の材料不足となり、脳機能の低下に繋がります。
骨格に対しては、首の歪みに特に影響します。

一方で、栄養素の過剰は胃・腸などの消化器系に影響し、嗜好品の摂り過ぎは肝臓に影響します。
骨格に対しては、腰・背中の歪みに影響します。

例えば、胃腸に不調がある場合、お腹を突き出す姿勢にはなりませんよね？
無意識にお腹を丸める姿勢になっているはずです。

これは身体に備わった反射の一つで、【内臓‐体性反射】といいます。
この反射が起きると、腰・背中の筋肉が２４時間体制で働き続ける結果となります。

内臓に重篤な病気がなくても、胃腸に負担がかかり続けると無意識にお腹を丸める状態が続き、脳は『この姿勢が本来の姿勢だよ』と認識し【勘違いプログラム】にスイッチが入ります。

いったんこのプログラムが出来ると、脳が命令を送り続けるため、胃腸の調子が回復しても、骨格の形状は回復せずにお腹が丸いままの形状が維持されます。
その結果、頭を支えるために、腰・背中に力が入り続けて、筋肉の硬さを作ります。

また、嗜好品などの影響で肝臓に不調がある場合、肝臓を守るように、骨格が左凸、右凹の形状になります。
この形状になると身体を支えるために、特に左の腰や背中が働き続けます。

そして胃腸の場合と同じくこの状態が続くと、脳が『この姿勢が本来の状態だよ』と認識し、左右の歪みを生み出します。
そして、背骨の左側に力が入り続けて、筋肉の硬さを作ります。
[image: 内臓からの歪み]

このようにして栄養素の過不足が起こると、特定の内臓に不調をきたし、それが身体(構造)の歪みとなります。そして筋肉を硬くし、痛みやシビレの原因となります。

今回は紙面の都合で割愛しますが、この栄養素の過不足(内臓の不調)は精神面にも直接影響があります。またの機会にご紹介出来たら幸いです。

さて、このような栄養素の過不足は、なぜ起こるのでしょうか？
生まれ育った家庭の食習慣の影響は大きいと考えられます。
でも、それなら家族全員が同じ傾向になるはずです。
どうして、偏った嗜好や、固執が生まれるのでしょう。
偏りを生み出す【種】はどのようにして発生するのでしょう。

ごく身近な人物が、それを教えてくれました。

『はぁ～また食べ過ぎちゃった・・・』
『まぁ明日、食べなきゃいいか・・・』
[image: 091224_123923]


何度チャレンジしてもリバウンドするダイエット
そして、腰痛、頭痛、便秘、むくみ、冷え性・・・
これは、ゆるまる治療院に勤務する、ある施術家の話です。

週に数回行われる、施術練習会でお互いに身体をゆるめて、【身体を固める脳の勘違いプログラム】改善プロセスも実践しているにもかかわらず、常に肝臓と消化器系に不調の反応がある。
これらの不調の影響で骨盤・背骨が歪んで、何回調整しても、すぐに歪む・・・その繰り返し。
原因は自他共に認める、スイーツの食べ過ぎでした。
[image: DSC_0992]
スイーツ好きな彼女は、昼食後にデザートを食べるのが毎日の習慣でした。
そして、気を使って同僚スタッフ全員分のデザートを買ってきてくれるのです。
お腹がはち切れる程の大量のケーキやチョコレート、ドーナツを・・・
[image: dsc_0230]
『ありがたいな』という気持ちと同時に『身体がおかしくなりそう・・・いや、おかしくなり始めている』『でも、気遣いしてくれているAさんにどう伝えよう・・・』

そして、ふと疑問が浮かびました。

なぜ彼女は食べ続けるのだろう？
本当に食べたいのか？
本当に欲しているのは何なのか？
坂口
「Aさん、スイーツを大量に食べるきっかけのような出来事ってある？」

少し考えてから、
Aさん
「スイーツをたくさん食べるようになったのは、中学生のころに母から聞いた、ある話がきっかけです」
その話とは、

Aさんのお母さん
『亡くなったおばあちゃんがね、
「あんたが初めてチョコレートパフェを食べた時の、あの幸せそうな顔が忘れられない」
と何度も言ってたんだよ。』
というものでした。

この出来事を聞いて、ふと頭に浮かんだ事をAさんに聴いてみました。

坂口
「ひょっとしてAさん、『私がスイーツを食べたら、周りが幸せになる』みたいな感覚ってある？」

Ａさん
「そう言われてみればあります。実際に私がスイーツを食べて美味しそうにしていると、母の機嫌も良いように感じるんです。」
「そして、私が喜ぶと思って、母が毎日買ってきてくれるんです。」
「あ！私が美味しくて喜んでいる事と、周りの方の感情って別ですね！！」

そう
Aさんは、『周りの誰かを喜ばせるためには、私がスイーツを食べなきゃ』
という【脳の勘違いプログラム】にスイッチが入っていたのです。

さらに一つ気になった事を聞いてみました。
坂口
「ちなみに、チョコレートが特に好きって言ってたけど、どんなところが好きなん？」

Ａさん
「味も好きですが、全身が、ふんわりと包まれるような感覚や、身体の中からジンワリと暖かくなる感覚が好きなんです。」

坂口
「一度、その、ふんわり包まれる感覚と、身体の中からジンワリ暖かくなるのを、ジーーックリと存分に味わいながら、チョコをたべてみたらどうかな？」

Ａさん
「やってみます」

翌日、彼女は教えてくれました。

Aさん
「院長‼チョコを食べるときに身体の感覚を味わってると、あの包まれる感覚や温かい感覚を、より濃く感じれるから、少しの食べただけで満足なんです。」
「それに、身体がすごく軽いんです。腰の鈍痛もむくみも減っているんです！」
そして、Aさんの腰の歪みや、硬さをチェックしてみると、驚くほどにゆるんで、肝臓や消化器系の不調の反応も消えていました。

そしてその後、Ａさんのスイーツの差し入れは、少し残念ながらも無くなりました。

食習慣を変える事や嗜好品を我慢する事は、それ自体がストレスになる事が多いと感じます。
Aさんの食習慣、嗜好品は本当にダメな事だったのでしょうか？
彼女の本当の目的は、チョコレートを食べた瞬間の
幸福感を感じる身体の感覚
でした。

それと同時に周りの誰かとも、その幸福感を共有したい。
それがAさんの本当の意図でした。

この経験をきっかけに、食習慣からの【脳の勘違いプログラム】に気づく事ができたのです。
そして、【食】とは味覚だけで感じるものではなく、
身体の感覚でも感じていたのです。

つまり、食習慣の偏りを生み出す【種】とは、
身体の感覚を切り離し、
この味が好きと思い込んでいる勘違いだと言えます。

内臓の不調は、奥深い本当の原因が分からないと、解決方法に対して非常に大きなストレスを抱えることになります。
つまり、内臓の調子が良くなっても、心の状態はストレスフルになるかもしれません。
Aさんの経験はそれを教えてくれました。

Aさんはチョコレートを通じて、全身がふんわり包まれて、身体の中からジンワリと暖かくなる、あの感覚が欲しかったのです。そしてあの感覚を一緒にいる人と共有したかったのです。
その意図を認識していれば、方法はスイーツでなくてもいいと彼女はわかったのです。

そして食習慣を通じて、身体の感覚を深めていけば、
食する度に幸福感を味わい、身体の構造や機能が劇的に改善する可能性がある。
そう考え、出来たのが【味と香りでゆるまるイメージ療法】です。

そして内臓の不調がある方には【人本来の身体に近づく食事法】と【味と香りでゆるまるイメージ療法】を提案しています。
実行された方々は、ストレスフリーな状態で食習慣と嗜好品の量をコントロールし、身体も心も改善されています。

それではAさんのスイーツを例にして、一緒に体験してみましょう。


まずは、あなたの身体を感じてみましょう。

頭・顔は心地よいでしょうか？
それとも不快でしょうか？

次に、胸や背中はどうでしょうか？　
心地よいでしょうか？
それとも不快でしょうか？

そして、お腹・腰はいかがでしょうか？

最後に、腕・脚はどうでしょうか？

あなたの、全身を感じる事が出来たら、

あなたが『大好きだ！』と思っている食べ物や嗜好品を、一つだけ思い出してください。

それはどんな色、形でしょうか？
そして、どのような味、香りがするでしょうか？

それを、さらに口、鼻に近付けると、

あなたの頭、顔はどんな変化を感じますか？

それはスッキリした感覚でしょうか？
それとも柔らかい感覚でしょうか？
あるいは何かに満たされる感覚でしょうか？

次に、胸や背中はどうでしょうか？

胸の奥が心地よい、あるいは温かい、あるいは包まれる感覚でしょうか？

そして、お腹、腰はどうでしょうか？

しみわたる感覚、柔らかく、落ち着く、ふんわり、様々な感覚を感じる事が出来ます。

最後に腕、脚はどうでしょうか？

温かい、柔らかい、心地よい腕、心地よい脚を感じることも出来ます。

あなたが大好きな『それ』は、あなたの身体に様々な心地よさをもたらしてくれます。

あなたは、その心地よさを存分に味わう事が出来ます。
また一方で、粗雑に味わうことも出来ます。

あなたは、大好きな『それ』との関わりを選択することが出来ます。



このようなイメージ療法を使うことで、Aさんを始め多くの方が食べ過ぎ、飲みすぎのコントロールに成功しています。
ストレスフルになって我慢する必要はありません。それを捨てる必要もないかもしれません。
ただあなたの身体は、あの心地よい感覚を欲していたのです。
そこに気付くことが出来れば、過剰と思われる摂取は自然に減っていきます。

これが【味と香りでゆるまるイメージ療法】です。

この方法が上手くいくポイントが二つあります。
一つは、ゆる体操でやった様に、どんどん脱力し続けてください。
それともう一つは、無理にイメージを作る必要はありません。
イメージが沸き上がってきたら、それに乗って、どんどん心地よさに浸ってみてください。
















第五章







心の状態から身体が歪む？
さあ三つ目の要素、［心］を見ていきましょう。

心の状態が、どのようにして身体の歪ませるのか？
心の問題とは何なのか？
また、なぜ心の問題が起きるのか？

心の状態は、喜怒哀楽といった感情で表す事が出来ます。さらに大きく分類すると、【快】か【不快】かに分ける事が出来ます。
ここでは、この【不快】な状態が続く事をストレス状態と定義付けして、お話していきます。

ストレスと感じた時に起こす行動は、［進む］か［逃げる］かの二つだと言われています。
本質的に［進む］ことが出来る方は稀有のようです。
多くの方は瞬間的に［逃げる］ことを選択します。
そのあとに、二つの身体反応パターンが起こることがわかりました。

まず、[逃げる]選択をした瞬間に、身体が萎縮する反応が起こります。
これが続いてしまうのが[萎縮パターン]です。
次に、ストレスの対象に対して、攻撃的になる[威嚇パターン]があります。
これらのそれぞれの特徴を見てみましょう。

[萎縮パターン]の身体の反応
・脚がすくむ　　
→X脚傾向になり、太もも・膝の内側が硬くなる　ふくらはぎの内側が硬くなる　腰が丸くなるか、出尻気味になり、腰が硬くなる
・脇がしまる
→脇がしまることで、肩の可動域が狭くなり、肩の内側、首の前側が硬くなる
総括すると、小さく見せる、後退する、その場に居着く、動けなくなる、そんな状態です。

[威嚇パターン]の身体の反応
・脚を開く　
→Ｏ脚傾向になり、太もも・膝の外側が硬くなる　ふくらはぎの外側が硬くなる　腰が反って、硬くなる
・肩肘を張る
→肩肘を張ることで、腕・肩・首が硬くなる
総括すると、大きく見せる、左右に踏ん張る、その場に居着く、動けなくなる、そんな状態です。

さらに、萎縮‐威嚇を行ったり来たりと繰り返すパターンもあります。

[image: 恐怖と歪み]
[image: 悲しみと歪み]




この二つのパターンに共通することは、その場に居着き、動けない状態になるということです。

では【萎縮】と【威嚇】パターンに共通する、その場に居着き動けない状態が、どのように身体に影響を与えるか説明していきます。

身体の土台である足を横からイメージしてみると、おそらく次のイラストのようなイメージを持された方が多いのではないでしょうか？
これは、Ｌ字型の形状です。

[image: YE2p99sA]
そして、もう一つイメージしていただきたいんです。

このＬ字型形状の足のロボットがあるとして・・・

前から頭を押すとどうなるか・・・

いとも簡単に倒れるイメージがないでしょうか？

[image: 無題15]

【萎縮】【威嚇】等の【勘違いプログラム】が発動すると、ふくらはぎに力が入って、筋肉を硬くします。

[image: ふくらはぎ]



その結果、『この硬いふくらはぎは骨なんだ』と勘違いし、下のイラストのようなL字型足形状ロボットの脚遣いになります。

[image: ロボット]
そうすると、常に後ろに倒れそうになるので、それを回避するために、重心を前に移動させます。
その結果、太ももの前の筋肉が緊張し硬くなります。

太ももの前の筋肉は骨盤の前に繋がっているので、硬くなった筋肉に引っ張られるようにして、骨盤が前傾します。

[image: 前傾姿勢]



骨盤が前傾すると、頭の位置が前方に移動するので、頭が前に倒れないように、腰を反らせて重心バランスを取ります。　

腰が反って、太ももの前の筋肉に力が入っている状態は、ブレーキをかけて前進を止めている状態なのです。（究極の身体より参照）

[image: 反り腰]



この、ブレーキをかける心の状態になっていた事が、身体の状態にまで影響を与えていたのです。

この腰の反りが腰痛の直接的な原因となるのです。

そして、これらの身体の状態が、
心の状態を更に【不快】にさせる負のスパイラル
に陥ることが分かってきました。


心の状態や思考までも、居着き動けない状態、すなわち
［思考や思い込みを変えることができない状態］
これが心の問題の中心と思われます。

そして、この状態が続くと【これが自分の性格だという脳の勘違いプログラム】にスイッチが入ります。

興味深い事に、このプログラムが一度発動すると、ストレス環境が無くなっても、これらの身体の反応は維持され、その後も心に影響を与え続けるのです。

一方で、同じようなストレスと感じる出来事が起こっても、
それをストレスと感じない、あるいはわずかなストレスと認識し、道を切り拓く【稀有】な存在もいます。
そのような方々を施術させていただいて、明らかな特長があることを感じました。

それは、脚の使い方が非常に上手く、骨と筋肉を本来の役割に近い使い方が出来ているという事です。
彼らは、脱力‐出力の関係性が明確で、居着いて動けない要素が非常に少ないのです。
つまり、より自由に思い通りに動ける脚なのです。

本来の足の機能は、次のイラストにあるように、踵の骨が後ろに伸びて、エッジのような役割となっています。
つまり、逆Ｙ字型の形状です。


[image: mwJVhLiU]


このエッジが、前方に推進する役割を担っています。

このような人本来の脚遣いをしている方々は、ストレス環境においてもストレスを溜めることなく、視点や思考を変化させながら逆境を乗り越え、人生を歩んでいます。


では、[稀有]でない方はどうすればいいのか？
もしかすると、その身体遣いに近付く事が出来れば、[稀有]な存在のようになれる可能性があるのではないか？
と仮定し施術を進めることで、驚く結果になったのです。


ここで、初めに登場したピアニストであるN君に再登場してもらいましょう。

初めて来院したとき、彼の身体は歪みがきつく、全身が車のタイヤの様な感触でした。
無理なトレーニングをやり過ぎた影響と、不摂生の影響により、【身体を固める脳の勘違いプログラム】と【嗜好品を大量に食べたい脳の勘違いプログラム】に対する施術をし続けました。
しかし、施術後の状態は良いのですが、良い状態の持続期間が短い。

直感的に、『心からの原因があるのではないか？』
そう感じ、
「精神的なストレスが今ある？あるいは過去になかった？」
「もし答えたくなかったら、無理に答えなくてもいいよ。」
「ただ症状改善に繋がる要素があるかもしれないから、無理がなければ教えてほしい。」
と聴いてみました。

渋りながらも、彼は話始めてくれました。

N君
「・・・・・」
「小学生の頃からイジメをうけてたんです。」
「転校しても目をつけられて、結果的に高校卒業まで続きました。」
ここでは書ききれないほどの辛さを、彼は経験していました。

坂口
「思い出すのも辛いと思うけど、その時、身体に異変を感じたことはある？」

N君
「思い返してみると、イジメを我慢している時に、腰からお腹、太ももの前にすごく嫌な重さを感じていました。そして、今そのことを思い出していても同じ場所が重く、痛みも感じます。」

坂口
「ちなみに、その重さや痛みは小学生からあったの？それと、そのころの心の感覚を覚えていたら、教えてくれる事は出来る？」

N君
「そうですね・・・小学生から始まって、どんどん重さも痛みも酷くなって、いろんな治療をしても改善しなかったので、中学生の頃は『自分の人生はこのままなんだろうな』と感じていました。」
「心の感覚で覚えているのは『自分はどんな環境になっても劣っている。だから常にイジメられる。』そう感じてました。」

この頃、彼には【自分は弱者なんだという脳の勘違いプログラム】にスイッチが入ったのです。
彼の経験を聴いていると、そうなるのも無理もないことだと感じました。

坂口
「辛い経験を伝えてくれて、ありがとう。今の症状改善に必ず役立つからね。」

萎縮した身体、それが本来の自分なんだ
と認識してしまっている。

この状態が身体の歪みや不調を引き起こし、さらに心そのものに影響を与えていたのです。
あらゆる場面で萎縮し、恐怖感や孤独感がつきまとう。
そして中学生の頃には『何も感じないようになれば楽になれる。』と思い、時には感情や五感さえも麻痺することがあったそうです。
そんな環境下で、ピアニストとしても能力が低下し続けました。

そこで、彼はウェイトトレーニングに励んだのです。
なぜなら、ピアノ演奏に必要な姿勢を維持するための筋肉、そして指を使うための筋肉が必要と考えたからです。

日に日に大きく発達する筋肉に自信はついたものの、身体は重くなり、そして重度の腰痛、膝、太ももの痛み、肩こり、挙句の果てには指が動かなくなる状態にまでなったのです。
さらに、肩肘を張ってガニ股の形状になり、真っすぐに歩く事も困難なほどになりました。
そして、些細な事で他者を責める事が多くなりました。

これほどまでの状態でトレーニングを続けるという事は別の意図があるかもしれないと感じ、聴いてみました。

坂口
「N君、そんなに強烈な痛みがあるのにトレーニングを続けたのは、ピアノの上達以外にも何か理由があったりしたの？」

N君
「『身体を大きくしたら、イジメてくる誰かを威嚇できる』そんな思いもありました。いや、むしろその思いのほうが大きかったかもしれません。」

この時に【デカくなって威嚇したら安全という脳の勘違いプログラム】にスイッチが入りました。

『不快な感情の時の身体の感覚があるはず、その身体の部位を改善してみてはどうか？』
そう考えて
人本来の身体に近付ける施術(特に推進できる脚遣い)とセッションを繰り返しました。

そして、彼の脚の機能、腰の機能が人本来の状態に近づいた頃に、

坂口
「もし出来そうなら、[あの頃]の事を思い出せるかな？」と聴いてみました。

N君
「はい。やってみます」「・・・・・」

坂口
「今、身体の感覚を味わってみてどうかな？」

N君
「思い出しても、腰やお腹、脚もなんともありません！それどころか、地に足がついた感覚で、なんか立っているだけで気持ちがいいんです！」

坂口
「本来の身体っていいもんでしょ。心の感覚はどうかな？」

N君
「まったく動揺がないです。あんなに嫌だった記憶なのに、ただ出来事だけが通り過ぎていく、そんな感覚でした。」
「人の身体ってこんなにも変わるんですね！！」
「この心と身体だったら、人生が楽しくなりそうです！」
こちらにまで喜びが伝わってくるほどの瞬間でした。

後日、N君はこんな事を伝えてくれました。
「あの頃の辛い経験があったからこそ、今の心と身体の変化が凄く嬉しく感じるんです。」
「これだけの変化があるんだったら、人生で逆境があっても、乗り越えていけそうだと思います！」

筆者のメンターの一人で、医師でもあるトータルヘルス研究所の落合先生は、
「問題は脳進化のきっかけ」
と教えてくれました。

N君の施術体験は、
心と身体は完全に繋がっているという事実、
そしてまさに、
問題は脳進化のきっかけ
だと、教えてくれました。
この経験がきっかけで、心はどこまでも自由になれる可能性を感じる事が出来ました。


では今から、N君に施したワークを一緒に体験してみましょう。

もし、ご自身が萎縮や威嚇の傾向が少しでも有ると感じたら、是非これからのワークを一緒に行ってみてください。
そうでない方も、今後の人生に役立つ事があるかと思いますので、お付き合いしていただけたら幸いです。

まず、第四章のワークと同じように、身体の感覚を感じてみましょう。
そして、現在ストレスと感じている事を思い出してみましょう。
身体の感覚はどうでしょうか？
特に足、ふくらはぎ、太ももの前の感覚はいかがでしょうか？
重くなる、硬くなる、不快な感覚を感じる変化があったでしょうか？
その感覚を覚えておいて、進めていきましょう。

次に、第三章で登場したゆる体操を使います。
ポイントは同じく『人生でこれ以上ないくらい、だらしな～く』『さすがにやり過ぎだろう』を超えて、ダラ～と行います。


〈すねプラプラ体操〉

【すねを上下にゆすり、凝り固まった脚の外側の筋肉をゆるめる】

やり方：全身を脱力させて仰向けに寝て両膝を立てます。そして、右脚を左膝に掛けます。
足首とすねを脱力し、「プラプラ」といいながら、上下にゆらします。
脚をゆらす振動が背骨を通じて、次第に全身に伝わり気持ちよくなります。
[image: すねプラ]

ポイント：太ももの前の力を使って動かしたり、膝に力がはいったまま行うのはＮＧです。
ダラ～と脱力を深めながら行います。
Ｏ脚改善、すねの凝りと疲労を解消、センターの形成が期待出来ます。
また、すねをゆらす上下の振動が脚を経て脊柱を通り、脳まで届きますので脳疲労解消効果も期待できます。


〈足裏踵スリスリ体操〉

【踵で足裏をマッサージしてときほぐす】

やり方：右の踵で、左の土踏まずをさすります。
ほぐしたいところをダラ～と十分に脱力させて、ゆるめながら行います。
終わったら、反対も同様に行います。
仰向きに寝てやってもいいでしょう。
[image: 足裏スリ]

ポイント：踵を土踏まずに強引に押し付けて行わないこと。さする側の足首も十分に脱力させること。
足裏の疲労回復に加えて、全身の血行改善、踵の意識強化、自己治癒力の向上が期待できます。
[image: 赤ちゃんのようなふわふわの足]

足裏が赤ちゃんのような柔らかさに！


〈すね踵スパー体操〉

【踵を使ってすねをときほぐす】

やり方：左脚を高く上げて、膝を伸ばします。
左踵を右の脛骨の外側に下ろし「スパー」といいながらこすります。
踵は力で押し付けるのではなく、楽に力を抜いて、自然に重みが掛かるように行います。
反対側も同様に行います。
仰向きに寝て行ってもいいでしょう。
[image: すねスパー]


ポイント：太ももの前の力をできるかぎり抜いて行います。
脛骨から筋肉をそぐつもりで行いましょう。
すねの疲労解消や、センター、特に下部の軸（下軸）の形成が期待出来ます。


〈踵クルクル体操〉

【かかとを軸に回して股関節と脚をゆるめる】

やり方：仰向きに寝て全身を脱力させます。
すねの前側に力が入らないように、かかとを中心に「クルクル」といいながら、両足を回します。
股関節周り、太もも、膝、すね、ふくらはぎがほぐれるように行います。
腰に問題がある方は、片膝を立てて行います。
[image: 踵クル]

ポイント：無理な動きはせず、ご自身の出来る範囲で行います。
かかとの意識が強くなれば、かかとを使って強く踏み出せるので、ハムストリングスと共働しながら、人本来の理想的な力強い前進運動が可能となります。


これらの体操を行ってから、先ほどのストレス状態をイメージしてみてください。

身体の感覚に、どのような変化を感じる事が出来るでしょうか？

人によっては、N君が感じたような、
地に足が着いた、自由に動けそう、あるいは脚に芯が通った、等の変化を感じるかもしれません。
ほんの少しの変化を見逃さないのが【脳の勘違いプログラム】を解消するコツです。

しつこいようですが、『人生でこれ以上ないくらいに、だらしな～く』行ってください。
あなたの身体は、それを求めているのですから。


















まとめ








【脳の勘違いプログラム】を構成する、三つの要素と解除法を簡単にではありますが、ご紹介してきました。

この【脳の勘違いプログラム】を生み出す三つの要素は、それぞれが独立してあるのではなく、お互いに絡み合い、そして増強しています。それによって原因として認識されにくくなるのです。

でも、三つの要素を一つずつ、丁寧に解消していけば、必ず変わっていくとも言えます。

そして、三つの要素は悪なのではなく、
ほんの僅かな勘違い
だということです。

それは打ち消す対象ではなく、『勘違いだった』と気づくだけで変化し始めるものでもあります。

この１０年程で、多くの優れた施術体系が開発され、世に出ています。腰痛やシビレの改善率も、以前よりも上がっているかもしれません。

でも、もしも、筋膜調整や骨格調整だけで症状が改善しなかったり、症状が残ったりするのであれば【脳の勘違いプログラム】を疑ってみてはどうでしょうか？

色々な治療・施術院をジプシーのように通われた方と接して感じることは、

精神的にも追い込まれて、未来の希望を見出せなくなっている方が多い事です。

中には施術家や医療従事者から、

「年も年なんだから、新品にはならないよ！」

「鍛え方が足りないんだよ！」

「あなたの意識が弱いからだ！」

そんな事を言われた方々もおられました。
自身の身体の苦痛に加えて、家族の介助を必要とする。
そこに罪悪感さえも感じる。
すがるような思いで来院した施設で、プロである彼等から、そんな心無い一言を浴びせられたら、希望を見出せなくなるのも無理もない事だと思います。


学生時代に、東洋医学の[陰陽論]を学びました。
森羅万象、ありとあるゆる物に相反する陰と陽の二氣があり、それが調和して自然の秩序が保たれる。
というものです。
[image: 対極]
『それなら、痛みで苦しんだ方こそ、もっと快適な状態になってもいいんじゃないか！』
そう思うのです。

腰痛等で味わった苦痛や、その期間を陰とするなら、反対に陽があるはず！
【脳の勘違いプログラム】が陰だとすれば、
陽は【脳の勘違いプログラム】が全く無い状態、
言い換えれば、【人本来の脳機能】を発揮しきれている状態です。
でも、本当にそんな事があるのか？と疑問の声が聞こえてきそうですね。

その答えは、N君をはじめ、20,000名以上の重症腰痛の方々への施術経験から断言出来ます。
それは、人本来の脳機能に近づけば、
『痛みとは全く無縁の、快適さの極みのような【超健康体】になれる。』
ということです。

今までに、その腰に近づいた方々は、

「腰からお腹に空間が拡がっているみたい！」

「腰から全身に軽さが波紋のように伝わっていくのがわかる！」

「本当に、腰って脚の一部だったんですね！」

と驚いてくれています。

中には、

「家族との関係性が良くなった！」

「仕事が楽しくなった！」

と、本当に嬉しくなる報告もいただけます。


もし、あなたがどこに行っても治らない腰痛やシビレでお困りで不安を感じているなら、この方法を試してみてください。
そして、腰痛・シビレをきっかけにして、【脳の勘違いプログラム】に気づき、ご自身の身体と脳に希望を感じてほしいのです。
なぜなら、可能性を感じていただけた感覚を共感・共鳴することに、心底喜びを感じるからです。

本書を通じて、あなたがご自身の中にある、人本来の可能性を感じていただける事を切に願っています。
















あとがき







『なんや、この身体！！！』
　肩甲骨が浮き彫りになり、顔から股関節まで澄み切った青空になったような感覚・・・
『人の身体はこんなにまで快適になれるのか！！』
今から25年ほど前に、運動科学総合研究所、高岡英夫先生の講座で肩甲骨を開発した時、立甲状態になった瞬間の感覚です。
[image: 立甲写真2_n]


コンプレックスの権化であった幼少期から、努力をしつづけた思春期、青年期。
心の奥にあったのは
『辛い思いをした分だけ報われてもいいやん！』
よく思っていた心の中の独り言です。

筆者が『この身体だったら、やりたい事が全部できる。諦める事は何もない！』と、人生に希望を持てた瞬間でもあります。
その希望は、仕事に対する希望にもなったのです。

関わる全ての方に、あの感覚を感じてもらえたら・・・
全ての人が、あの希望を感じたら、世界の何かが変わるんじゃないか・・・
一人では無理かもしれない。でも仲間を作って、みんなでやれば出来るかも・・・

その思いを胸に治療院を経営しています。

このあとがきを書きながら思うことは、
あらゆる能力が人並み以下で、何も持っていないと思い続けていましたが、少しだけ持っている物があったと気付きました。
それは『本物と出逢える運』です。
何人もの本物のメンターとの出逢いにより自らの可能性を実感し続けています。


人という存在の可能性を体感させていただき続けている、高岡英夫先生

アーユルヴェーダを元に動物・植物・鉱物の関係性からの可能性を教えていただいた、神谷絹子先生

治療哲学の基礎を授けていただいた、坂口廣純先生

身体を本質的に変える食事法を授けていただいた、小野恵郎先生

人の本質的な可能性を教えていただいた、トータルヘルス研究所の、落合正浩先生

言語を通じて、人の意識が変容することを体感させていただき続けている、神崇仁先生

そして出版するにあたり、筆者の心の奥にある様々な思いを引き出していただいた、山戸浩介さん

メンターの皆様との出逢いにより、まさに今この瞬間にも、人本来の可能性を感じ続けています。
本当にありがとうございます。
今では、あのコンプレックスも、あって良かったなと思う事が出来ています。

それから最後にもう一名だけ、感謝を伝えたい人がいます。

２１年前に旅立った次兄へ
「あの弱くて、どんくさかった弟が本を出版したで！」
「施術家になるきっかけを作ってくれて、ホンマにありがとう。」
「一緒に開業するって言うててくれて、ありがとう。」

亡くなった兄がきっかけをくれて、心底尊敬するメンターの教えを受け、自分の可能性を実感できた身体調整です。
この身体調整を通じて、これからも人本来の可能性を探求し続けます。
そして、一名でも多くの方に可能性を拓くお手伝いをさせていただけたら幸いです。
















読者プレゼント







この度は、書籍をご購入していただき、誠にありがとうございました。
ご購入頂いた方に二つのプレゼントを準備しました。
一つは、一種類５００円で提供しているセルフケアの体操を７種類(3500円分）です。
リンクをクリックすると、ご覧いただけます。

もう一つは、当方のゆるまる治療院でご使用いただける、1100（税込）円割引券（他のサービス併用可能）です。
電話での、ご予約の際に「本を読みました」とお伝えください。
Webからの、ご予約の際には備考欄に「本を読みました」とご記入ください。

ゆるまる治療院
公式ホームページ　https://yuruyurumarumaru.com/
名古屋市中区栄2-4-10　セントラル広小路ビル８F
052-228-7996

これらをきっかけに是非、本来の状態に近づいた身体を感じて頂けましたら幸いです。


ふくらはぎ膝コゾコゾ体操
https://youtu.be/zy7NbveNH-o

股関節グニュー引きつけ体操
https://youtu.be/3KlR4PqSLWo

腰モゾモゾ体操
https://youtu.be/m61OZTOqarE

すねプラプラ体操
https://youtu.be/SQTy6oP5-GE

足裏踵スリスリ体操
https://youtu.be/f_NBXfD78aQ

すね踵スパー体操
https://youtu.be/aFdx03jL8i8

踵クルクル体操
https://youtu.be/qgWsBwvewvI


そして、ゆる体操を詳しく学びたい方は、
運動科学総合研究所までお問い合わせください。
http://www.undoukagakusouken.co.jp/

















プロフィール







坂口　典達（さかぐち　のりたつ）
[image: 坂口写真２　神先生版]

人本来の可能性を拓く身体調整師。
鍼灸師、柔道整復師免許を取得し、骨格調整や筋膜リリース、内臓調整、チャクラ調整法を習得。
痛みや不調の改善にとどまらず、人本来の能力を発揮するための身体調整を探求し続けている。

京都府京都市出身。現在は愛知県名古屋市で、【身体調整を通じて、人の可能性を拓き、喜び溢れる人生になるお手伝いをし、社会に貢献します】という理念を元にした、ゆるまる治療院を経営。

フィギュアスケート選手、プロサッカー選手、プロ野球選手、プロダンサー、プロボクサー、キックボクサー、空手選手、格闘家、競輪選手、競艇選手、歌舞伎役者、舞台俳優、大企業の役員等、高能力を必要とするクライアントの実績が多数。
















参考書籍







・「脳と体の疲れを取って健康になる決定版ゆる体操」（高岡英夫著、PHP研究所刊）
・「ゆる美人プログラム」（高岡英夫著、ＷＡＶＥ出版刊）
・「究極の身体」（高岡英夫著、講談社刊）
・「『体をゆるめると』必ず健康になる」（高岡英夫著、マキノ出版刊）
・「『ゆる』身体論　最高の自分になる食事」（高岡英夫著、河出書房新社）

イラスト
・坂口　未來
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